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はじめに

　ニホンジカ（Cervus nippon；以下，シカ）は全国

的に分布の拡大や生息密度の増加が確認されている

（環境省 2016）。特にシカの高密度生息地域では，

農林業や自然植生への被害が問題となっているが，

石川県では，農林業や自然植生への著しい被害は確

認されておらず，シカの生息数は低密度で推移して

いるものと思われる（江崎ら，2013；石川県，

2018）。しかしながら，現在では石川県南部を中心

にシカの生息拡大および増加傾向もみられることか

ら，被害の未然防止が求められている（石川県，

2018）。実際に，石川県では2013年以降ニホンジカ

の保護管理計画が，2018年以降は管理計画がそれぞ

れ策定され，個体数調整等の取り組みが実施されて

いる（石川県，2013：2018）。

　シカの捕獲が求められる一方で，近年では全国的

に捕獲を行う狩猟者数は減少傾向にあり，1990年で

は25万人超であったが，2010年には15万人以下とな

り，60歳以上の狩猟者が全体の 3 分の 2 を占めるほ

ど高齢化も進んでいる（環境省，2016）。最近では

担い手不足の対策としても，シカの効率的な捕獲方

法が開発されている。効率的な捕獲のためには，誘

引物による局所的な誘引が効果的とされている。

　誘引物によるシカの誘引を行う場合は，シカのみ

を誘引する必要があり，オジロジカ（Odocoileus 

virginianus）については他の動物が出没するとオジ

ロジカの捕獲効率が低下する可能性を示唆した事例

もある（飯島ら，2016；Meredith et al. 2008）。最近

ではシカを誘引するために有用な誘引物として，鉱

塩，乾燥牧草，ヘイキューブ（立方形に圧縮した乾

燥牧草）や醤油などが用いられている（池田ら 

2016；片瀬ら 2014）。また等身大シカデコイ（模型）

によるシカの誘引効果も報告されている（檀上ら 

2012）。これらの調査には，人的かく乱の影響が少

ない自動撮影カメラを用いられている。

　下層植生が豊富で，かつシカが低密度に生息して

いる環境下では，これらの誘引物によるシカの誘引

効果についてはいまだ調べられていない。そこで本

調査ではシカが低密度に生息し，かつ下層植生が豊

富な環境下での，誘引物によるシカの誘引効果を明

らかにすることを目的とした。

　本研究では，石川県生活環境部自然環境課の「ニ

ホンジカ捕獲促進事業」による自動撮影カメラの撮

影結果を使用した。自動撮影カメラの設置および管

理にご協力いただいた加賀市，小松市，白山市の地

域住民および石川県猟友会加賀市部，小松市部，白

山市部，また石川県生活環境部自然環境課の方々に

深く感謝する。

方　　法

　調査方法は石川県南部の山間部 9 点に，自動撮影

カメラ10台を設置し行った（図 1 および表 1；加賀

市 2 地区 3 点，小松市 4 地点 4 台，白山市 3 地点 3 
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台）。自動撮影カメラ（主にSG560K-14mHD，BMC

社製；以下，カメラ）の設置は，各地点の林縁部付

近の開けた場所とし，カメラは高さ約1mの位置で

樹木や杭などに固定した。撮影モードは動画10秒間，

撮影のインターバルは10秒，センサー感度はLowに

設定した。カメラの見回りは 1 週間に 1 度程度行

い，必要に応じて電池の交換を行った。カメラ設置

は2018年 9 月19日から2019年 2 月末までの期間実

施した。

　各カメラの約 5 m前方に誘引物として鉱塩 1 個

（重量：約 5 kg，商品名：ソルテック牛用固形塩，

主成分：食塩および天然ケイ酸アルミニウム，製造：

白石カルシウム株式会社），干し草およびヘイキュー

ブ約20個を供試した。鉱塩は固体が途切れないよう

に適宜新しいものを追加し，干し草およびヘイ

キューブは毎日新しいものを追加・更新した。また

地点1には2018年10月15日にICT技術を利用したシ

カ用大型捕獲檻を設置した。またシカの誘引効果を

高めるために，醤油を12月以降，3－4 日に 1 度の

頻度で誘引物周辺に散布した。1 月上旬からは，ブ

ロッコリーを主とした野菜くずと等身大シカデコイ

（ファームエイジ株式会社製；以下，デコイ）を 1 

体それぞれ供試した。

　撮影された動画から，シカが撮影されているもの

を確認し，日時，頭数，性別および尖数などを記録

した。同じ動物種が30分以内に連続して撮影されて

いた場合は重複とみなし，撮影回数を 1 回として

扱った。また 1 回の撮影に動物が複数等映った場合

は 1 頭を 1 回として扱った。カメラの見回り時に電

池が切れていた場合，最後に撮影された日付までを

稼働日数として数えた。

　誘引物に対するシカの反応はそれぞれ，各誘引物

に近づいたあるいは匂いを嗅いだものを「接近」，

誘引物を食べたあるいは舐めたものを「摂食」とし

て扱い，接近および摂食を合わせて「反応」とした。

またシカが誘引物周辺に接近あるいは摂食したが，

反応した誘引物を特定できなかったものを不明とし

て扱った。得られた結果から，シカについてカメラ 

1 台ごとに 1 日当たりの反応頻度（回／ 1 台／ 1 日）

を算出した。本研究では2018年 9 月の設置から2019

年 1 月末までの撮影データを解析に用いた。

表１　カメラ設置概要とシカ撮影回数

市名 地点番号 カメラ番号 シカ撮影回数 設置日 回収日 稼働日数

加賀市 地点1 1-1*1 27 2018年9月19日 2019年1月31日 134 

〃 1-2*1 9 2018年9月19日 2019年1月31日 134 

〃 2*2 - 2018年12月7日 2019年1月31日 55 

地点2 2*2 14 2018年9月19日 2018年12月6日 78 

小松市 地点3 3 - 2018年9月19日 2018年11月18日 60 

地点4 4 - 2018年9月19日 2018年11月18日 60 

地点5 5 - 2018年9月19日 2018年11月18日 60 

地点6 6 2 2018年9月19日 2018年11月18日 60 

白山市 地点7 7 - 2018年9月19日 2018年11月16日 58 

地点8 8 1 2018年9月19日 2018年11月16日 58 

地点9 9 - 2018年9月19日 2018年11月16日 58 

合計 53

　＊1　カメラ方向を変更（12月 7 日）

　＊2　地点 3 から移動して設置（12月 7 日）

　＊3　地点 2 へ移動（12月 7 日）

結　　果

　全 9 地点のうち 4 地点でシカが撮影された。シカ

が撮影された地点は地点 1，2，6 及び 8 であった。

シカの撮影回数は合計53回であった（表 1）。中で

もシカが特に多く撮影されたのは加賀市の 2 地点で

あり，地点 1 で36回，地点 2 で14回それぞれシカが

撮影された。小松市では地点 6 で 2 回，白山市では

地点 8 で 1 回，それぞれシカが撮影されたが，撮影

回数は両地点ともに少なかった。

図１　調査地およびカメラ設置場所

白丸（○）はカメラの設置場所を示し、数字は表 1 の地点

を示す。
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　各誘引物に対しての，シカの反応回数を図 1 に示

した。誘引物への反応回数は摂食が19回，接近が11

回それぞれ観察され，合計30回の反応があったが残

りの23回は誘引物への反応は確認されなかった（図 

1）。

各誘引物への反応

　撮影回数のうち，鉱塩に反応したものは 4 回（摂

食 3 回，接近 1 回），干し草への反応は 7 回（摂食 

5 回，接近 2 回）それぞれ確認され，ヘイキューブ

への反応は 9 回（摂食 8 回，接近 1 回）と最も多かっ

た。また反応した誘引物が不明なものも10回（摂食 

3 回，接近 7 回）あった（図 2）。

図２　各誘引物に対するシカの反応回数
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図３　各誘引物に対するシカの反応頻度
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　野菜くずおよびデコイに反応したシカは撮影され

ず，これらに対する反応は確認されなかった。

　時期ごとの反応頻度について，鉱塩は 9 月と10月

に反応があったが，11月以降は反応がなかった。ヘ

イキューブは10月から12月まで一定の反応頻度があ

り，干し草は11月と12月に一定の反応頻度があった

（図 3）。

考　　察

　今回用いた誘引物に対して，シカは鉱塩，干し草

およびヘイキューブにそれぞれ反応し，各誘引物を

摂食する様子が観察された。摂食回数の多さは，ヘ

イキューブに次いで，干し草，鉱塩の順であったが

明確な差はみられなかった。しかしながら，これら

の誘引物を用いることで，下層植生が豊富な地域で

あっても，シカに対して一定の誘引効果があること

がわかった。ただし，誘引物と時期によってシカの

反応頻度が異なることから，シカの嗜好にあわせた

誘引物を用いることが効率的な捕獲につながると考

えられる。

　一方でシカの野菜くずおよびデコイに対する反応

は確認されなかった。これらはいずれも供試期間が 

3 週間程度と短いため，誘引効果は十分に検討でき

ないと考えられる。これについては今後さらなる調

査が必要である。また，本調査では醤油を供試して

いるが，シカの誘引を第一に検討したために対照区

を設けられなかったことから，醤油による誘引効果

の検証は困難であった。

　自動撮影カメラのデータからは，シカ以外にもイ

ノシシ，キツネおよびタヌキが確認されたことから，

今回用いた鉱塩，干し草，ヘイキューブといった誘

引物にはシカ以外の動物を誘引する効果も見込まれ

る。このことから本調査では，シカ以外の動物が誘

引されたことで，シカの誘引をかく乱した可能性も

考えられる。また，イノシシやツキノワグマが誘引

されると，錯誤捕獲などで捕獲器具の損壊が懸念さ

れるだけでなく，見回りを行う人に対しての人的被

害の危険性も増加する。

　今後効率的なシカの捕獲を行う際には，時期を考

慮したうえで，時期ごとにシカのみを誘引できる効

果的な誘引物を検討する必要がある。
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